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螢
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近
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内
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寛
・
森
修
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世
に
漢
代
の
澱
物
ほ
少
く
な
い
、
し
か
し
、
そ
の
鍵
蹟
な
嫁
ふ
る
も
の

に
至
っ
て
實
に
重
々
糞
る
も
の
で
あ
ろ
。
嘗
っ
て
濠
陽
太
子
河
畔
に
壁
霊

あ
る
石
梛
墓
が
鉱
質
ぜ
ら
れ
、
そ
の
轟
室
ぽ
旗
順
關
東
磨
博
物
館
の
庭
に

移
し
牧
め
ら
れ
て
る
る
が
そ
の
鍵
蹟
ほ
も
ほ
や
漣
滅
し
て
、
今
日
こ
れ
な

想
像
す
る
こ
と
す
ら
不
可
能
な
歌
態
に
あ
る
Q
昭
和
六
年
夏
關
爽
臨
博
物

館
に
よ
っ
て
獲
掘
ぜ
ら
れ
、
い
ま
こ
」
に
報
皆
さ
れ
た
關
東
洲
族
順
管
内

螢
城
子
の
一
載
室
墓
に
そ
の
少
い
漢
代
紛
鍵
．
貸
料
の
最
も
重
要
な
↓
つ
葎

提
供
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
甑
三
二
ぽ
窪
め
計
鑑
さ
れ
博
物

館
員
、
稼
に
内
藤
寛
・
森
修
爾
氏
の
周
到
な
ろ
転
意
の
も
と
に
嚢
掘
ゼ
ら

れ
た
も
の
で
、
そ
の
菓
、
室
内
遺
物
臨
土
の
駿
態
も
選
憾
な
く
知
り
得
ら
れ

る
し
、
殊
に
英
漸
姪
以
っ
て
試
み
ら
れ
れ
古
蟹
全
封
土
の
除
去
ほ
該
纂
築

造
の
経
緯
を
詳
細
に
物
語
ろ
資
料
た
得
て
、
學
婿
的
に
甚
だ
興
味
の
深
い

も
の
で
あ
ろ
。

　
そ
め
際
、
論
判
ぜ
ら
れ
六
墳
墓
ぽ
二
藍
で
、
そ
の
第
一
號
競
墓
に
主
室

前
室
、
東
側
室
た
隠
す
る
面
魂
墓
で
あ
る
）
構
造
ぽ
普
頬
、
南
講
」
北
鮮

に
見
ろ
二
野
慕
と
ほ
ヅ
止
し
い
。
そ
れ
か
ら
気
屋
、
試
癒
、
顕
盤
、
皿
洗

紹

介

筑
案
、
天
杯
、
気
勺
、
筑
燈
、
減
奮
、
瓦
壷
、
武
家
、
武
犬
等
の
明
器
が

獲
見
さ
れ
た
Q
第
こ
號
三
三
ほ
壁
鍵
の
あ
る
古
墳
で
、
主
竃
、
前
竈
，
後

室
、
東
鋼
室
を
有
す
ろ
四
室
慕
で
あ
ろ
が
、
そ
の
主
室
ぱ
内
部
中
央
に
さ

う
に
小
主
室
蝕
有
し
て
二
重
に
な
り
、
内
郡
主
室
の
套
室
怨
形
作
っ
て
み

る
。
　
そ
の
筑
取
這
に
當
っ
て
、
酵
μ
土
域
づ
地
下
志
レ
壷
ハ
旧
位
掘
下
げ
》
、
そ
・
｝
に
「
紋
翫

か
二
暦
誘
い
て
床
と
な
し
、
そ
の
上
に
各
室
か
築
き
、
後
、
接
綾
し
て
排

門
々
取
付
け
ハ
の
で
あ
る
。
そ
の
上
．
」
封
土
が
、
少
く
と
も
地
上
＋
五
尺

ま
で
ば
積
ま
れ
六
の
で
あ
ろ
が
馬
そ
れ
ば
軍
に
土
饗
た
積
上
げ
六
と
い
ふ

だ
け
で
な
く
一
粘
土
た
練
り
闘
め
て
そ
れ
存
縦
位
置
に
積
重
綬
六
り
、
地

上
七
尺
位
の
個
班
で
ぱ
粘
土
奄
焚
回
し
て
、
問
め
た
り
し
て
そ
の
鄭
電
な

工
作
の
程
が
知
ら
れ
う
と
云
ふ
。
壁
鑑
ほ
翫
壁
に
漆
喰
葎
塗
っ
て
、
小
主

室
の
内
外
に
あ
り
、
淋
人
、
人
物
、
雲
、
龍
、
虎
、
鳥
、
径
物
、
衛
卒
な

ど
た
墨
で
素
描
し
、
問
ζ
朱
と
黄
土
と
奄
醐
へ
る
。
幼
稚
と
云
へ
ば
幼
稚

だ
が
仲
一
々
臨
運
滑
に
肋
準
が
蓮
ば
れ
、
、
膏
川
代
の
癒
目
を
よ
く
傳
へ
て
る
る
。
明

器
に
ば
芝
屋
、
天
竈
、
瓦
燈
、
瓦
案
、
武
盤
、
筑
杯
、
瓦
書
、
筑
距
、
瓦

洗
、
瓦
膿
、
瓦
竃
、
試
僅
そ
の
他
が
あ
り
、
麻
に
そ
の
流
雲
彩
丈
の
あ
ろ

五
枝
燈
ぽ
珍
し
い
O

本
文
三
六
頁
、
身
嗜
悶
七
葉
、
瑚
に
濱
閃
耕
伶
博
士
「
三
代
の
絡
欺
鳳
に

就
い
て
し
．
水
野
清
一
「
螢
城
子
古
西
の
壁
鑑
に
就
い
て
」
の
こ
篇
な
附
載

す
る
。
（
昭
和
九
年
刊
．
丸
善
獲
蜜
、
定
昇
｝
七
三
）

○
新
日
本
圓
帳

藤
田
　
元
春
著

　
先
號
に
中
華
民
國
新
地
圃
な
紹
介
し
た
際
に
、
我
國
に
も
、
更
に
優
秀
な

ろ
地
圃
縦
の
現
認
れ
ん
事
た
待
望
し
穴
の
で
あ
る
が
、
我
々
の
期
待
に
叛

第
二
十
巻
　
第
一
號
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紹：

介

か
ざ
る
、
し
か
も
驚
く
べ
き
廉
債
な
持
っ
て
新
日
本
圃
帳
が
獲
賢
さ
る
・

に
至
っ
た
事
に
、
県
界
ぽ
勿
論
の
事
邦
家
の
爲
に
慶
賀
に
堪
へ
な
い
Q
著

齎
藤
的
元
春
氏
の
勢
苦
、
製
圃
者
木
崎
盛
致
翁
の
精
一
の
獲
行
者
刀
慰
書

院
主
の
犠
牲
と
ば
、
本
書
堀
醗
く
者
の
導
く
敬
服
し
感
謝
の
念
か
禁
C
得

ざ
う
も
の
で
あ
る
ρ
地
圃
の
編
纂
に
一
朝
一
夕
に
し
て
可
能
な
る
も
の
で

な
い
。
本
書
の
出
硯
の
根
底
に
ほ
我
が
陸
地
測
量
部
の
多
年
に
貰
ろ
業
績

が
あ
り
、
叉
震
接
に
ば
十
三
年
前
（
大
正
十
三
年
）
に
出
版
さ
れ
た
小
獅
博

士
の
H
本
地
圏
帳
が
あ
る
。
殊
に
後
者
ぱ
本
書
の
箸
潜
藤
田
氏
が
小
川
先

止
指
準
の
下
に
實
際
上
編
輯
の
任
に
當
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
貴
き
経
験

が
本
書
に
於
て
生
か
さ
れ
た
も
の
と
云
ほ
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
地
鐡
帳

ほ
一
尺
×
八
寸
・
の
陥
艦
晶
裁
で
｝
圃
照
照
－
丁
一
を
含
み
’
、
約
華
甲
日
頁
ピ
に
還
す
る
別

澱
の
地
名
索
叫
な
有
し
丈
字
通
り
浩
潮
な
も
の
で
、
永
久
に
そ
の
儂
値
た

失
ぼ
な
い
も
の
で
ほ
あ
る
が
、
偵
額
も
そ
れ
に
比
例
し
て
一
部
三
十
玉
響

と
云
ふ
高
値
で
あ
り
、
何
人
も
が
埜
右
に
備
へ
る
と
云
ふ
理
に
行
き
睡
れ

る
憾
が
あ
っ
宏
。
然
う
に
本
書
1
1
、
一
部
僅
か
に
五
図
八
十
鐘
で
あ
好
、
之

な
ら
ば
翠
に
地
理
平
更
の
幽
門
家
だ
け
で
匿
な
く
、
一
般
民
衆
の
使
珊
に

も
堪
へ
う
も
の
で
あ
る
」
勿
論
擁
裁
ぽ
菊
飯
、
圃
版
三
ナ
四
葉
、
更
に
目
星

十
六
頁
の
地
名
索
引
が
綴
込
ま
れ
て
日
本
地
圃
帳
の
縮
約
さ
れ
距
形
で
に

あ
ろ
が
、
著
者
の
要
領
よ
音
編
輯
と
、
十
鎗
年
聞
に
於
け
る
我
邦
印
刷
衛
の

進
歩
に
、
そ
の
内
容
た
し
て
殆
ん
ど
訟
園
者
に
比
し
て
遜
色
な
か
ら
し
め
て

居
り
、
臼
本
の
最
近
の
歌
況
を
興
し
禺
ぜ
ろ
黙
に
於
て
、
侮
者
に
も
換
へ

難
き
蟹
値
葎
有
一
、
索
引
が
綴
込
ま
れ
て
横
組
と
な
つ
索
事
は
使
用
者
に
．

と
っ
て
非
常
に
便
利
と
な
つ
敦
。
以
下
爾
者
の
内
容
な
更
に
詳
細
に
検
討
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ご
Q
O

す
左
に
、
日
本
地
走
帳
ほ
昏
地
方
五
＋
萬
分
…
縮
尺
な
慕
画
と
ぜ
る
に
封

し
、
新
日
本
圖
帳
ほ
鱒
裁
の
縮
少
の
爲
に
百
萬
分
一
縮
尺
な
以
て
し
て
ゐ

う
か
ら
、
一
般
に
地
名
が
減
少
し
象
事
ぱ
配
む
な
得
な
い
庭
で
、
叉
前
者

に
あ
る
『
萬
乃
至
ヒ
萬
五
千
分
一
重
要
市
街
圃
が
省
か
れ
た
の
も
致
方
な

か
ら
う
Q
し
か
し
、
京
濱
，
名
古
屋
、
京
阪
淋
、
北
九
州
の
二
十
署
．
萬
分
一
圃

は
ケ
バ
書
奄
痢
ひ
て
地
勢
奄
明
瞭
な
ら
し
め
た
と
典
に
、
驚
く
べ
き
市
街

地
の
鶴
田
が
表
現
さ
れ
て
屠
り
、
之
十
日
本
地
麟
帳
所
載
の
も
の
と
比
ぶ

る
な
ら
ば
一
渇
以
て
大
都
市
耳
蝉
の
趨
勢
た
伺
ふ
事
が
で
き
よ
う
。
俄
大

鑓
本
地
質
圖
、
日
本
雨
脚
里
、
等
時
軸
蕨
、
海
流
肋
等
が
薪
に
加
へ
ら
れ
、
て
，
居
り

人
文
の
早
撃
な
な
す
自
然
環
境
に
も
注
意
が
甲
ば
れ
六
事
に
、
前
者
の
欠

た
輔
っ
カ
も
の
で
あ
り
、
爾
湖
洲
國
薗
部
關
東
贈
、
滞
蒙
地
方
地
勢
交
通

圖
等
が
新
載
さ
れ
れ
事
ほ
累
代
の
要
求
に
畦
つ
六
も
の
で
あ
る
・
之
奄
要

す
う
に
、
本
書
1
1
そ
の
學
的
儂
櫨
に
於
て
、
日
本
地
価
帳
と
共
に
、
大
箆

昭
和
に
於
け
る
我
邦
地
理
畢
の
腿
縮
と
し
て
地
理
學
史
上
不
滅
の
光
輝
た

放
つ
も
の
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
低
廉
な
る
儂
額
ば
多
数
の
購
讃
者
た
得

て
、
地
理
的
認
識
の
普
及
に
貢
献
す
ろ
頭
大
な
る
べ
き
存
信
じ
て
疑
ほ
な

い
Q
先
に
、
中
華
畏
國
新
地
囲
、
今
又
新
日
本
圃
帳
な
得
て
、
我
な
ば
東

洋
に
於
け
る
地
理
學
復
興
の
紅
蓮
が
膨
沸
と
し
て
趣
q
來
つ
手
事
か
感
ぜ

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
際
に
當
っ
て
、
署
者
の
提
言
さ
れ
た
如
き
、
【
つ

の
イ
ン
ス
チ
チ
ユ
ー
ト
が
設
立
さ
れ
、
更
に
清
新
確
實
な
る
地
圃
た
鮨
版

す
う
と
共
に
、
そ
の
甚
礎
と
な
ろ
べ
き
探
瞼
調
査
の
行
に
れ
ん
事
た
希
望

し
六
い
。
（
書
面
）
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